
現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

10,943 2,689 8,254

令和4年度森林
所有者等へ説明
(目標)20件

森林環境譲与
税基金とりく
ずし

令和4年度森林
所有者等へ説明
(実績)2件

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

森林施業を優先的に進める必要がある民有林（私有林・市有林）について、特に私有林については、主に所有者への説明資料の作成や所有者説明を行
い、森林整備への意識醸成を図り、また、市有林もあわせて森林の適切な経営や管理につなげる。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

農
政
課

森林経営管理事業
私有林の森林資源を有効に活用しなが
ら、森林の有する多面的機能の持続的な
発揮を図る。

森林整備の実施に向けて、具体
的な事業説明や必要な伐採や造
林、保育等の施業説明を2件実施
民有森林経営管理制度推進業務
委託
木材利用促進業務委託
防風林整備業務委託(中の沢地区
保安林整備)
林道三別沢線草刈委託(草刈区間
14,164㎡)

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 4 住みよい環境にかこまれたまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 4-8 緑の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 4-8-1 緑化の推進



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

92 91 1

令和4年度目標
交付件数及び交
付金額
2件
500,000円

農業後継者等
育成基金とり
くずし

令和4年度交付
件数及び交付金
額
（実績）
1件
91,500円

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-1 農業の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-1-1 担い手の育成

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

農
政
課

新規就農経営安定支
援事業

農業後継者の確保と定着促進を図るた
め、青年等就農計画の認定を受けた新規
就農者に対し、就農から3年間、農地賃借
料の一部を助成する。

対象件数　1件（令和2年度新規
就農者）

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

依然として続いている農業者の減少や高齢化、後継者不足という農業の現状から、市内優良農地の活用保全に担い手への集積だけではなく、担い手の確
保が重要となる。担い手確保の対策として、当市への就農機会の向上と新規就農者の定着を図るため、新規就農者の就農初期における農業経営の安定の
確保の支援として、国の補助事業に加えて市としての支援制度を今後も継続する。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

0

令和4年度目標
交付件数及び交
付金額
2件
600,000円

令和4年度交付
件数及び交付金
額
（実績）
0件
0円

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-1 農業の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-1-1 担い手の育成

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

農
政
課

農業後継者等育成事
業

農業後継者等の確保・育成のため、農業
技術習得などの研修費に農業後継者等育
成奨励金を交付する。また、就農から4・
5年目の新規就農者について、資材購入
費、農地賃借料等の経費を対象に新規就
農者支援金を交付する。

令和4年度は該当者なし。 現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

依然として続いている農業者の減少や高齢化、後継者不足という農業の現状から、市内優良農地の活用保全に担い手への集積だけではなく、担い手の確
保が重要となる。当市において持続性の高い農業の展開を図るため、担い手の育成に資する研修活動や新規就農者の定着促進への支援を継続する。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

832 832 0

令和4年度目標
交付件数及び交
付金額
2件
2,000,000円

農業後継者等
育成基金とり
くずし

令和4年度交付
件数及び交付金
額（実績）
2件
808,500円

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-1 農業の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-1-1 担い手の育成

二次評価についての
コメント

令和4年度に実施した商品開発に関する要望調査では、要望等がなかったことから、補助制度については一定程度の効果があったと評価し、今後の支援
のあり方について見直すこと。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

農
政
課

六次産業化等支援事
業

市内農産物を原材料とした加工品の製
造・販売や地産地消等、農業者の所得向
上につながる6次産業化や農商工連携等の
取組を支援する。

北広島市六次産業化等支援事業
補助金（商品開発等事業）申請2
件　交付額計808,500円
市HPでの6次産業化等の情報発信
研修会・セミナー等を開催

見直し 見直し

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

ボールパークの開業に伴う交流人口の増加を見据え、農業分野が持つ市の魅力向上につながる特産品の開発等が進められてきたところであり、令和4年
度にグリーンツーリズム施設等の整備要望調査に合わせて実施した商品開発に関する要望調査では要望・計画がなかったことから、商品開発のきっかけ
づくりとしての補助制度は一定程度の成果があったものとして、今後の支援のあり方を検討する。研修やセミナーについては、新規就農者等の新たに農
業に参入する者に対して、6次産業化を志向する機会を醸成する取組として継続する。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

450 449 1

令和4年度整備
面積（目標）
整備面積21ha

農業後継者等
育成基金とり
くずし

令和4年度整備
面積（実績）
整備面積4.1ha

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-1 農業の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-1-2 農地の利用・保全

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

農
政
課

農地改良事業
明暗渠等の排水整備、農地復元、土質改
良等を実施し、生産の安定化や、借り手
のいない遊休地の流動化を図る。

明・暗渠排水整備、客土、農地
復元、土質改良に対し助成
申請状況
　暗渠　1,300m
　明渠　50m
　客土　225a
  復元　0a
　石れき除去　0a
　圃場均ぺい　0a

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

　市内の農地において作物の品質向上、安定性及び生産性を高めるためには農地の状態を維持することが必要であり、農業経営の安定化や遊休農地の流
動化にもつながることから引き続き支援を実施する。整備面積が向上するよう、農業者等のきめ細やかな相談対応、関係機関を含めた事業の周知を図っ
ていく。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

144 144

令和4年度目標
農園マップ掲載
施設数
30ヶ所

令和4年度農園
マップ掲載施設
数
（実績）
30ヶ所

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-1 農業の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-1-3 都市住民との交流

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

農
政
課

グリーンツーリズム
推進事業

「きたひろしま農園マップ」等を活用
し、市内のグリーン・ツーリズムの取組
を周知する。

施設整備事業
交付決定額　0千円
北広島市グリーン・ツーリズム
協議会補助金
交付額　122,400円
きたひろしま農園マップを更新
し、市内のグリーン・ツーリズ
ムのPRを実施
北広島市グリーン・ツーリズム
協議会・北広島市農泊交流協議
会への支援

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

　年間40万人を超える入込がある農産物直売所や市民農園をはじめとした市内のグリーン・ツーリズム施設は、農業者の収入機会の確保に大きく寄与し
ている。市のグリーンツーリズムの積極的なＰＲや協議会支援を通して、農業経営の多角化を支援する。
　また、寒地稲作発祥の地であることから当市の米が産地指定を受け広島県を中心に販売されており、現地にて精米のみならず当市の農業やグリーン
ツーリズムなどの取り組みについてのＰＲ活動を通し、更なる交流につなげる。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

0

令和4年度目標
参加者数
0人（新型コロ
ナウイルス感染
症対策のため）

令和4年度参加
者数
（実績）
0人（新型コロ
ナウイルス感染
症対策のため）

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-1 農業の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-1-3 都市住民との交流

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

農
政
課

食農教室事業

食育の一環として、市内の小学生とその
保護者を対象に、健全な食に対する理解
や食と農業の関わりについての理解を深
めるための食農教室を実施する。

市内農業者から寄附された牛肉
が中学校給食で提供される際、
地産地消や食品副産物のリサイ
クル等、持続可能な農業の実現
に向けた取組をまとめたリーフ
レットを全中学生に配付
※食農教室は新型コロナウイル
ス感染症対策のため中止とし
た。

要検討 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

令和2年度から令和4年度までは新型コロナウイルス感染症対策のため、食農教室を中止としたが、生産者及び農業について知ることで、より食に対する
安心感も高まるとともに地産地消の推進は市の農業振興にもつながることから、食と農について生産者等との交流を図ることを基本とした内容で継続す
る。
なお、本事業は基本的に小学生を対象としているため、対象者等を明確にした事業名への変更を検討する。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

0

令和4年度目標
新規開設農園数
1件

令和4年度新規
開設農園数
（実績）
0件

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-1 農業の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-1-3 都市住民との交流

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

農
政
課

菜園パーク促進事業
認定市民農園に関する情報提供、開設の
相談、開設費用の一部補助を行う。

令和4年度は新規の開設無し。 現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

安全・安心な農産物への意識や、余暇の過ごし方のひとつとして、家庭菜園に興味を持っている市民も多い。農地保全の観点からは、離農などにより作
付けのされていない農地の活用や、農業者の経営の多角化の一つとして、市民農園の開設は有効であることから、開設支援を継続して行っていく。
なお、本事業は、農業振興奨励事業補助金の補助内容の一つであり、現在は新規の市民農園の開設要望が無く、独立した事業として実施する必要性が少
ないことから、農業振興奨励事業への統合を検討する。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

1,651 1,651

令和4年度目標
①預託放牧利用戸数
４
②線虫対策緑肥えん麦
作付用種子購入量（単
位キロ）　４８００
③エゾシカ電牧柵設置
距離（単位メートル）
３０００
④酪農ヘルパー利用戸
数 ６

令和4年度実績
①預託放牧利用戸数
１
②線虫対策緑肥えん麦
作付用種子購入量（単
位キロ）　３，６４０
③エゾシカ電牧柵設置
距離（単位メートル）
１，１００
④酪農ヘルパー利用戸
数　６

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-1 農業の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-1-4 生産・流通の振興

二次評価についての
コメント

継続して農業の生産振興を図るとともに、担い手不足等の課題解決に向けた新たな農業支援策を検討すること。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

農
政
課

農業振興奨励事業

農業生産組織等の事業、線虫対抗緑肥作
物の作付、預託放牧・酪農ヘルパー事
業・エゾシカ被害軽減対策等の実施に対
する補助の実施により農業の生産振興を
図る。

農業生産組織育成事業、線虫対
抗緑肥作物の作付、預託放牧・
酪農ヘルパー事業・エゾシカ被
害軽減対策事業に対する補助の
実施

要検討 要検討

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

各生産組織の事業活動や畜産振興、野菜生産振興、エゾシカ被害対策等により市内農業の振興が図られていることから、継続して支援を実施する。
また、スマート農業やみどりの食料システム戦略等の施策等の推進のために、千歳市、恵庭市、江別市、北広島市、JA道央及び関係機関で構成する道央
農業振興対策協議会での協議を踏まえながら、新たな農業支援策を検討する。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

475 475

令和4年度
有害鳥獣捕獲頭
数目標
エゾシカ　220
頭
キツネ　　35頭
カラス等　1500
羽

令和4年度有害
鳥獣捕獲頭数
エゾシカ　182
頭
キツネ　28頭
カラス等　1737
羽

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-1 農業の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-1-4 生産・流通の振興

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

農
政
課

鳥獣による農作物等
被害防止対策事業

平成27年度に設置した鳥獣被害対策実施
隊によって、エゾシカ等の有害鳥獣駆除
を推進する。

・委嘱実施隊員　39人
・鳥獣被害対策実施隊員の有害
鳥獣捕獲活動に係る報酬
〔内訳〕
エゾシカ捕獲　延べ44人
鳥類捕獲　　　延べ58人
キツネ捕獲　　延べ19人
・囲い罠管理運営委託
・罠に係る損害保険料

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

カラス、キツネ、エゾシカによる農業被害を低減し、農業経営の安定につなげるため、継続して駆除を実施する。


